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よしもと芸人による

「お笑いから学ぶコミュニケーション講座」
高洲中学校ＰＴＡ主催！！ 初めての企画！

11月16日高洲中学校において、よしもと『静岡県住みます芸人』による、すぐ使えるコミュ

ニケーション講座が高洲地区の小学校、中学校の親子、地域の方々を対象に開催されま
した。
家族内でもすぐ試せるコミュニケーションや、友達と盛り上がれるコミュニケーションをお笑

いの目線から学べるという講座のあと、漫才ワークショップと題して現役よしもと芸人との絡
みや、子供同士、親子での即席漫才を行い、会場は大盛り上がりでした。
中学校、小学校、他校の親子の方々からは、授業の一環に取り入れてくれたら嬉しいと

のお言葉も頂いており、コミュニケーション能力が欠けている現代社会では、最も必要とされ
ている事なのでは・・・と感じさせられたイベントとなりました。

☚今回のイベントに
関するアケート結
果では、実に98％
の方が「とても良
かった」「良かった」
と回答されました。

高洲小学校 音楽会

どの学年もすばらしい合
唱、合奏を披露し、「自分
らしく がんばってかがやく」
ことができた“たかすっこ”
たちでした。

創立記念日（151周年）を二日後に控えた11月14日、
高洲小学校で音楽会が開催されました。

鷹の羽合唱祭 『飛翔』
〜Respect Your Chorus〜高洲中学校

2年生、3年生、それぞれのパー
トによる会場全体でのハーモ
ニーに心を打たれました。 続い
て各学年、各クラスの合唱に進
み、それぞれがこの鷹の羽合唱
祭の為に日々の練習を重ねてき
た想いが、歌声からメッセージで
伝わってきました。
歌い手と聞き手が一体となり、

10月31日焼津市大井川文化会館『ミュージコ』にて、
鷹の羽合唱祭が華やかに開催されました。
全校合唱614名の『翼をください』から始まり、1年生、

まさに音楽は時間
の芸術と思える発

表会でした。

応募者数：３５人 正解者：３４人（たくさんのご応募ありがとうございました）

厳正なる抽選で当選された５名様に図書カードをプレゼントしました。正解：市制７０周年

高洲地区で行われた取り組みを紹介します。



ふれあいサロン情報交換会地域のみなさんからの温かな拍手で
大きく成長 高洲南幼稚園より

藤枝市防災研修会
に参加して

藤枝市地域包括支援センター(安心すこやかセン
ター)第2開寿園高洲です。高洲地区にお住いの高
齢者の皆様の相談窓口として、令和7年１月1日より
藤枝市より委託を受け、高柳に事務所を構えました。

10/20(日)
「三町内会体育祭」
年長：鼓隊ドリル演奏
高洲南小学校体育館

には何本ものラインが引か
れていましたが、自分たち
のポイントをしっかり把握し、

11/10(日)
「高洲地区ふれあいまつり」
年少：合唱、ダンス
高洲地区交流センター

のホールには、大勢の人が
集まっていました。子供は、
幼稚園とは違う場所で、知

年中：オペレッタ、合奏と
合唱
高洲第四自治会館の

ステージ直前まで人が

今回は、高洲地区のふれあいサロン代表にお集まり
いただく中、青島地区で精力的にサロン、居場所を展
開しておられます大沼圭子代表をお招きし、様々な情報
交換を行いました。
スタッフ不足、企画のマンネリ化等、長年抱えている

問題点を共有すること

大沼代表（右から2人目）

迷わず隊形移動での演奏を行いました。みんなで練習
して身に付けた力を、堂々と表すことができました。演奏
後のたくさんの温かな拍手は、子供たちに更なる挑戦
への意欲を育ててくださいました。

らない人ばかりの前に立つのは初めてでしたが、笑顔で
「アイアイ」を歌い、楽しく「バナナなの」を踊ることができま
した。たくさんの温かな拍手は、子供たちの素敵な笑顔
を大きなものにしてくださいました。

座っていました。大勢の人が構えるカメラの前で、「10
ぴきのかえる」を表現し、衣装を着たまま合奏「ビビディ・
バビディ・ブー」と合唱、「にじのむこうにを」を演奏しまし
た。体調崩して参加できなかった友達の分まで表現し、
たくさんの温かな拍手をいただきました。
地域のみなさんの前で発表する場をいただき、たくさん

のあたたかな拍手で子供たちは大きく成長しています。
ありがとうございました。

令和7年1月25日（土）生涯学習センターにて、「複
合災害から命を守る行動について考える」というテー
マで、原子力災害ふくしま語り部岩本美智子氏のお
話を聴講しました。
自治会連合会高洲支部では昨年に福島県いわき

市を研修で訪れており、当地の語り部の方から津波
被害の実態を詳細に伺っておりましたが、今回もそれぞ
れの立場からの貴重な体験談を聞くことができました。
印象に残った点の一つに岩本氏の故郷双葉町の

人口7,000人が14年経過した現在では170名に激減し
ているという驚きの事実でした。災害が町を破壊してし
まった実態です。
もう一つは「自分たちだけでは限

界がある、地域とつながること」が
重要であるという経験談でした。
平時から地域に目を向けること

が災害発生時には役立つというこ
とです。貴重なお話を伺うことがで
きました。

ができ、大沼代表の、
活動に一生懸命向き
合っている姿が、高洲
地区の代表の皆様に
もしっかり伝わりました。

介護保険について、健康を保つことや介護予防につ
いてなどひとつひとつ一緒に考え、皆様のサポートとな
るよう努めていきたいと思います。
お気軽にお電話ください。お宅にも伺います。

第2開寿園 高洲 運営開始

高洲地区社会福祉協
議会 高齢者障害者部会
主催の「ふれあいサロン情
報交換会」を11月30日に
開催しました。

第2開寿園高洲【営業時間】
平日８：３０～１７：３０
※休日夜間は転送電話にて対応いたします
【お問い合わせ】
４２６‐００６３ 藤枝市高柳１‐４‐３０
電話：０５４‐６３１‐５６４８

１/19(日)
「高洲第四自治会ふれあ
いまつり」


